
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 西原 小学校 ）     学校番号 ０９９                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 「かしこく（Growth、知性、確かな学力）、やさしく（Global、感情、豊かな心）、たくましく（Grit、意志、健やかな体）」        

目 指 す 学 校 像 「学び」でゆるやかにつながる「みんなの学校」～多様性と包摂性、それを支える寛容性の実現～        

          

重 点 目 標 

１ 教育DXを活用した「自立した学習者」の育成 
２ 生徒指導、教育相談、特別支援体制の充実による「誰一人取り残されない教育」の推進 
３ 学校運営協議会と SSNを核とした地域とともにある学校づくりの推進 
４ 安心・安全な教育環境の整備。 
５ 教職員のキャリアアップと働き方改革の推進により、やりがいと意欲をもって職務に当たれる職場づくり 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

〇令和６年度さいたま市学習状況調査によると、各教

科においてどの学年も市の平均値に達していない。 

〇令和６年度学校評価アンケート（児童）において、

タブレットの活用に関する項目で、肯定的・やや肯

定的な回答が 93.1％であった。 

〈課題〉 

〇学習に対して「やってよかった」、「もっとやりた

い」と感じる児童が少ないことから、児童主体の学

習活動の機会を十分確保していく必要がある。 

〇個別最適な学習を推進するために、ドリルパークや

書き込み式のドリルを活用していく必要がある。 

・教育 DX の

活用によ

る学力の

向上 

 

①学びのポイント「じ・し・ゃ・ク」を軸

にした授業展開を行う。 

②教育委員会から指導者を招聘し、学校課

題研修の方向性や手立てについて指

導、助言をいただく。 

③年間を通して、１人１回の授業公開を行

い、管理職から指導・助言を行う。 

 

・学校評価アンケートの「学習について」にお

ける項目で否定的・やや否定的な意見を昨年

度より減少できたか。 

児童（R6：19.2%→R7:18%） 

保護者（R6:11.9%→R7:10%） 

・学びの指標アンケートにおける「主体的な学

び」についての項目で１回目よりも２回目の

数値を向上させることができたか。 

➀学校評価アンケートの「学習について」にお

ける項目で否定的・やや否定的な意見について

は、児童は４ポイント向上し、目標値を 2.8ポイ

ント上回った。（R6：19.2％→R7：15.2％） 

保護者は、3.7 ポイント増加し、目標値には、

5.6 ポイント届かなかった。（R6:11.9％→

R7:15.6％） 

②学びの指標アンケートにおける「主体的な学

び」については、１回目が 3.30 で２回目が 3.34

となり、0.04 ポイント向上した。 

➀、➁から概ね目標を達成した。 

B 

・学習においては、個別最適な学習や協働的な学習、

自由進度学習などを取り入れたことで児童の学習意

欲の向上が見られたが保護者への周知ができていな

かったため、次年度は授業参観や学校公開等を通し

て保護者や地域に向けて積極的に情報を発信してい

きたい。 

・次年度は、年間を通して１人２回の授業公開を行

い、管理職だけでなく教職員がお互いに授業を見合

う機会をさらに確保していきたい。 

・今年度は教育委員会より指導者を招聘する時期が２

学期末と遅くなってしまったので、来年度は１学期

～２学期の早い時期にしたい。 

 

・小学校でタブレットをしっか

り活用していただいているおか

げで中学校での活用も広がって

いる。今後とも連携していける

とよい。 

・タブレットを活用する際のル

ールについては学校だけでな

く、家庭の方でも子どもたちが

意識できるように声かけしてい

けるとよい。 

・保護者アンケートの結果がよ

くならないことについては、中

学校も同様である。どのような

伝え方をしていけばよいか共に

考えていけるとよい。 

・ICT の積

極的な活

用 

 

 

①スクールダッシュボード、Microsoft 

Teams、ミライシードを活用した指導を

実施する。 

②教職員の「ICT」の研修を行う。 

・学校評価アンケートの「タブレットの活用」

における項目で肯定的な意見を昨年度より増

加できたか。 

児童（R6：64.2%→R7：65%） 

保護者（R6:36.3%→R7:38%） 

➀学校評価アンケートの「タブレットの活用」

における項目で肯定的な意見は、児童は、1.3 ポ

イント向上したが、目標値には 0.5ポイント届か

なかった。（R6：64.2％→R7：64.5％） 

保護者は、3.1 ポイント減少した。目標値に

は、4.8 ポイント届かなかった。 

（R6：36.3％→R7：33.2％） 

以上のことから概ね目標を達成した。 

B 

・児童にとっては、タブレットの活用は非常に身近な

ものになっており、ほぼすべての授業で活用してい

るが、タブレットを学習以外の目的で使用している

様子が見られる。タブレット利用のルールを徹底し

ていきたい。また児童用の端末も新しく入れ替わる

ため、教職員の ICT 研修をしっかりと位置付けて積

極的に活用できるようにしていきたい。 
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〈現状〉 

〇令和６年度学校評価アンケート（児童）における学

校生活の充実に関する項目で、肯定的およびやや肯

定的な回答が 90％以上であったが、登校をしぶる児

童も一定数いる。 

〇令和７年度「心と生活のアンケート」第１回による

要面談者は、13.4%であった。 

〈課題〉 

〇オアシスルーム（Sola るーむ）におけるボランティ

ア等も含めた支援体制の整備を進める必要がある。 

〇全教職員が積極的ないじめの認知を行い、重大ない

じめ事案に発展しないよう、プロアクティブな生徒

指導や組織的な対応、丁寧な初期対応、粘り強い継

続指導を行う必要がある。 

・児童一人

ひとりの

実態の把

握と生徒

指導、教

育相談、

特別支援

体制の充

実 

 

 

 

①目白大学と連携し、リハ専門職によるサ

ポート及び教育相談を実施する。 

②特別支援教育ネットワーク連携協議会や

さいたま市教育委員会から指導者を招

聘し、指導・助言をいただく。 

③スクールロイヤーによるいじめ防止特別

授業を実施する。また、保護者にも公開

する。 

 

・学校評価アンケートの「いじめの認識」にお

ける項目で肯定的な意見を昨年度より増加で

きたか。  

児童（R6:80.5%→R7:82%） 

保護者（R6:46.1%→R7:48%） 

・学校評価アンケート（保護者）および（児

童）の「相談相手について」における項目で

否定的・やや否定的な意見を昨年度より減少

できたか。 

児童（R6:5.5%→R7:5%） 

保護者（R6:7.4%→R7:7%） 

➀学校評価アンケートの「いじめの認識」にお

ける項目で肯定的な意見は、 

児童は、4.4ポイント向上し、目標値を 2.4ポイ

ント上回った。 

（R6：80.5％→R7：84.9％） 

保護者は、1.7 ポイント向上したが、目標値に

は 0.2 ポイント届かなかった。（R6：46.1％

→R7：47.8％） 

②学校評価アンケートの「相談相手について」

における該当項目は、 

児童は、0.9 ポイント向上したが、目標値には

1.1 ポイント届かなかった。（R6：5.5％→

R7：6.4％） 

保護者は 1.3 ポイント増加し、目標値を１ポイ

ント上回った。 

（R6：7.4％→R7：8.7％） 

➀、➁から概ね目標を達成した。 

B 

・６年生を対象にスクールロイヤーによるいじめ防止

特別授業を実施したり、教職員向けにさいたま市教

育委員会主査による校内研修、中学校と合同でスク

ールロイヤーを招聘した研修を実施したりしたこと

で組織的な対応、プロアクティブな生徒指導につい

て学ぶことができた。来年度も継続いていきたい。 

・目白大学との連携をさらに進め、授業にもかかわっ

ていただき、専門的な見地から児童を支援するなど

教育相談体制や特別支援体制をさらに整えていきた

い。 

 

・オアシスルーム（sola るーむ）を利用する児童も

多様化している。個々のニーズを尊重しながら部屋

を利用する子どもたちがお互いに過ごしやすくする

ため、SC や SSW、関係機関等と連携していきたい。

また、引き続き地域ボランティア等も含めた支援体

制を整備していきたい。 

 

・児童の特性を理解して対応す

るという方針に敬服している。 

・地域、外部機関との連携が本

当に素晴らしい。 

・スクールロイヤーの活用によ

り、いじめ認識の在り方につい

て成果が得られているのも素晴

らしい。 

・オアシスルームについては、

引き続き関係機関と連携を図っ

たり、地域ボランティアを募っ

たりしていけるとよい。 
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〈現状〉 

〇児童と地域の方が気軽に交流できることを目的とした「コ

ミュニティルーム」が定着しはじめている。 

〇地域の児童センターなど学校と地域の施設との関わりが深

く協力的である。 

〈課題〉 

〇学校運営協議会の充実に向け、小中合同開催のよさを生か

した熟議や取組について考えていく必要がある。 

〇学校ホームページ等を活用し、学校の状況を定期的に情報

発信する必要がある。 

〇一小・一中の地の利を生かして、小・中の学びの連続性を

強化していく必要がある。 

・コミュニ

ティルーム

の活用と地

域との連携 

 

 

①コミュニティルームについて地域関係者

に周知する。 

②学校の状況を定期的にホームページに更

新し、情報発信する。 

③小・中合同研修会および小・中相互の授

業公開を行う。 

④地域への関心を高めるため、学校運営協

議会や避難所運営訓練に児童を参加させ

る。 

⑤地域の行事について児童に周知する。 

・学校評価アンケートの「郷土愛」における項

目で否定的・やや否定的な意見を昨年度より

減少できたか。 

 児童（R6:6.8%→R7:5%） 

 保護者：（R6:28.4%→R7:27%） 

・学校運営協議会委員へのアンケートにおける

該当項目において肯定的・やや肯定的な回答

の割合が 85%とすることができたか。 

・学校の状況を学校ホームページで情報発信す

ることができたか。 

➀学校評価アンケートの「郷土愛」にお

ける項目で否定的・やや否定的な意見

は、児童は、4.1 ポイント向上し、目標

値を 2.3 ポイント上回った。 

（R6：6.8％→R7：2.7％） 

保護者は、2.4 ポイント向上し、目標値

を１ポイント上回った。 

（R6：28.4％→26％） 

②学校の状況を学校ホームページにほぼ

毎日掲載することができた。 

➀、➁から概ね目標を達成した。 

B 

・避難所運営訓練に児童が参加することがで

きた。次年度はより多くの児童が参加できる

ようさらに周知したり、参加したいと思える

ような内容を検討したりしていきたい。 

・コミュニティルームの利用数は年々増加し

ているが、地域との関わりはメンバーが固定

化している。地域交流をより進めていきた

い。 

・子どもたちと地域との交流を目的としたフ

ェスティバルを実施した。来年度は学校運営

協議会を主体として実施していけるよう関係

各所とさらに連携を図っていきたい。 

 

・音楽の琴の授業の小中の交流など

素晴らしい。 

・地域交流フェスティバルはぜひ継

続していってほしい。来年度は実行

委員会を発足し、組織的に取り組む

ほうがよい。 

・幼稚園や保育園と交流する機会を

増やすなど小学校としての今後の対

応を考えていただいて安心した。 

・コミュニティルームが定着してい

てすごい。それにより地域の声が聴

ける場所になっていると思う。 
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〈現状〉 

〇施設の老朽化等により、修繕が必要な箇所がある。 

〇備品の中に不要なものや破損等しており使用できな

いものがある。 

〈課題〉 

〇計画的に施設や備品の修繕、不要備品の廃棄や入れ

替えを進める必要がある。 

〇空き教室を有効活用するための手立てや整備を行う

必要がある。 

・安心・安

全な教育

環境の整

備 

①安全点検（毎月）および校内巡視（ 

毎日）の確実な実施を行う。  

②教材教具、備品の管理補充等を適切に行

うための身に審査会を実施し、予算の確

実な執行を行う。 

 

・学校評価アンケートにおける「教育環境の整

備」についての項目で肯定的・やや肯定的な

意見を 80%以上とすることができたか。（新規

項目） 

・学校配当予算における「備品費・消耗品費」

の執行率 95%以上とすることができたか。 

➀学校評価アンケートにおける「教育環

境の整備」についての肯定的・やや肯定

的な意見は、92.5％であり、目標値を

12.5 ポイント上回った。 

②学校配当予算における「備品費・消耗

品費」の執行率は平均 9６％であった。 

➀、②からほぼ目標を達成した。 
A 

・安全点検を確実に実施し、指摘箇所の修繕

を行ってきているが、施設の老朽化もあり予

算上対応が難しい箇所がある。今後も中長期

的な計画を立て教育環境を整備していきた

い。 

・次年度より放課後子ども居場所事業として

校舎内に学童が設営される。施設利用のルー

ルを整えるとともに、不要備品の廃棄や入れ

替えを計画的に実施していきたい。 

 

・教育環境の整備については、地域

のボランティアの活用をしていくの

もよいのではないか。 

・体育館の修繕については、市にも

積極的な働きかけをしていくのがよ

いのではないか。 

・学童の設置については、校庭開放

団体やチャレンジスクールとも連携

を図っていけるとよい。 
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〈現状〉 

〇教職員はチームワークよく協力して業務にあたって

いる。 

〇教職員の年齢構成は二極化しており、ミドルリーダ

ーが少ない。 

〈課題〉 

〇それぞれの教職員のキャリア段階や担当校務分掌な

ど個に応じた研修の奨励を行う必要がある。 

〇誰もが学び続けることができる職場環境づくりが必

要である。 

・教職員一

人ひとりが

主体的・協

働的に研修

や教育活動

に取り組む

学校づくり 

①当初面談による中長期的な目標や希望す

る研修・役割の確認を行う。 

②キャリア段階に応じた役割や活躍の機会

を用意し、定期的に振り返りと管理職との

対話を行い、達成状況の確認を行う。 

③OJTの機会を奨励する。  

・学校評価アンケート（教職員）における「働

きがいや職場環境」についての項目で肯定

的・やや肯定的な意見を 80%以上とすること

ができたか。（新規項目） 

・教職員の自己評価シートにおける「研修」の

項目において B 評価以上を達成することがで

きたか。 

➀学校評価アンケートにおける「働きが

いや職場環境」についての項目で肯定

的・やや肯定的な意見は、100％であり、

目標値を 20 ポイント上回った。 

 

②教職員の自己評価シートにおける「研

修」の項目においてすべての教職員で B

評価以上を達成することができた。 

 

➀、➁からほぼ目標を達成した。 

A 

・教職員の１か月の時間外在校時間の平均は３３時間

と働き方改革が進んできている。次年度も教職員

個々の well-being に向けて定期的に対話を行い、職

場環境の改善に努めていきたい。 

 

・ミドルリーダーを育成すべく、次年度では、キャリ

ア段階に応じた役割や活躍の機会を計画的に用意し

ていきたい。 

 

・校内研修も指導者の招聘や相互授業参観、グループ

ごとの報告会など年々充実してきている。次年度も

誰もが学び続けることができる職場環境づくりに努

めていきたい。 

 

・これからも校内研修を充実さ

せ、若手教師の育成に努めてほ

しい。 

・いろいろな児童に対応して働

く先生方の思いに感謝してい

る。 

・働きがいや職場環境について

の肯定的な回答が１００％なの

はすごいことである。 
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